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19 特集 1 
FPGA を 活用 し て 高速 デー タ 転 送 回 路 を 
設計 し よう | @ 


ー 差 動 」 DDR イン ター フェ ー ス の 基礎 か ら ア プリ ケー ショ ン 開 発 事例 まで 
NM 


デザ イン ウェ ー ブ マガ ジン 


ーー 1GHz アナ ログ 信号 の サン プリ ング と 800MHz の デイ ジタル 波形 サン プリ ング を 実現 する 
Minseok Kim 


章 高速 デー タ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の た め の 並 列 メ モリ 設計 法 
ーー A-D コン バー タ の LVDS と DDR デー タ ・ キ ャ プチ ヤ の た め の FPGA 内 部 メモ リ の 設 
Minseok Kim 


54 | Appdk1 オシ ロス コー プ と ロジ ッ ク ・ ア ナラ イザ の 測定 原理 


Minseok Kim 
58 』 Amedk2 基板 製作 と ハー ドウ ェ ア 設 計 ガ イド 


Minseok Kim 


6Z 特集 2 
安全 に 人 と 問 れ あう 技術 の 研究 W 


ロボッ ト が 人 に 安全 に 接する 鍵 は セン サ と モー タ の 柔らか い 制 御 に あり 


68 | 1 章 命 を 預かる 介護 ロボ ッ ト に は 何 が 求め られ る の か 
合う た め の 柔 ら か さ を 持 つ ロ ボッ ト の 開発 最前 線 


雑 志 偉 


第 2 章 人 型 介護 ロボ ッ ト 内 部 の ハー ドウ ェ ア と ソフ トウ ェ ア 
分 散 処 理 , 複数 の CPU の 連携 , モー タ の 千沙 販 動 な ど 開発 テー マ が 盛り だ くさ ん 
平野 慎也 


第 3 章 開発 課題 が 目白 押し , 人 と 接する ロボ ポッ ト の セン サ 
独自 仕様 の セン サ 開 発 , センサ 同士 を 結ぶ ネッ トワ ー ク の 開発 , セ ン サ に よる 新た な 動作 の 創造 な ど テ ー マ が 尽き な い 
向井 利 春 。 中島 弘道 , 加藤 陽 。 大 西 正輝 


第 4 章 未来 の ロボ ッ ト の 筋肉 
ーー 環境 か ら の 反作用 力 に 対応 する 柔軟 な アク チュ エー タ の 開発 最前 線 
高木 賢太 郎 , 比 志 偉 


@ 束 GRZINE 


SI 


デブ イン ウェ ー フ マガ ジン allM9 上 ME 


1 0 5 | 時 森 か ら 学 ぶ Verilog HDL & FPGA 訟 (第 1 回 ) と 
全 加算 器 を HDL で 設計 し て みよ う 較 | WM @ 
中 野 浩太 , 伊藤 靖 朗 
連 | 1 1 5 』 VMM 活 用 テク ニッ ク ( 第 4 回) 
通知 サー ビス と チャ ネル の 使い 方 剛 
載 赤星 博 抑 
1 27 新人 技術 者 の た め の ロ ジ カ ル ・ シン キン グ 入 門 (第 9 回 ) _ 
モン スタ ー は どこ へ 消え た ? … 最 適 化 設 計 ( そ の 2) 
削 木 元 


122 1 90nm/65nm プロ セス 時 代 の 熱 設計 
ーー 温度 上 昇 と と も に 増え る スタ ティッ ク 電 流 に 注目 


説 長嶋 佐 共 
Column 


64 放熱 設計 わた し の 対策 事例 
三田 博久 , 河 添 秋雄 

66 求む ! HDL 講師 … 
猪飼 國 夫 
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138 次 号 予告 ・ 編 集 後記 


今月 の 表紙 Thomson の ミラ ー 式 検 流 計 


絶対 温度 の 単位 
ケル ビン [ K] の 由 
OAD SI 


編集 山形 孝雄 / 西 野 直 樹 / 平 岡 志 磨 子 / 野 村 英 樹 / 日 下 玉 William Thomson 
広告 松元 道隆 / 藤 原 憶 子 ( 英国 , 1824 年 - 


Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 1907 年 ) こ と Lord 


坂本 充宏 / 渡 邊 保 通 / 青 柳 亜 希 子 / 坪 田 卓 洋 / 菊 池 父 賜 Kelvin 卿 は , 熱 カ 

本 文 イ ラス ト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 鎌 田 聡 / 神 崎 真 理 ゴ 学 の 分 野 の みな ら 
表紙 デザ イン AD (株 ) グラ ムシ / 田 中 智 康 / 菊 地 博 則 ず 大 西洋 横断 海底 
PHOTO @Science Museum/SSPL/AFLO ケー ブル 通信 技術 

に お いて も 功績 を 

残し た . 1858 年 に 

デバ イス の 記事 陣 ボー ド の 記事 シス テム の 記事 大 西洋 横断 ケー ブル 通信 が 成功 し た 際 に 使用 され た 受信 機 

( 集積 回 路 。 電子 部 品 な ど ) ( PCB, 実装 技術 , ノ イズ な ど ) 組み 込み 機器 ソフトウェア な ど ) は , 微弱 信号 の 判読 が 難し い エ ン ボ ス 式 だ っ たため, ケー 

ブル に 高 電 圧 を か け な け れ ば な ら ず , 77 日 間 で ケー ブル が 
MRPRSNE MU ビギナー ズ 向 け の 記事 破損 し て し まっ た . Thomson は , この 問題 を 理論 的 に 解 
析 し , 微弱 信号 の 受信 が 可能 な この ミラ ー 式 検 流 計 を 開発 

し た . そし て 彼 の 指導 の も と , 1866 年 に 本 格 的 に 開通 し 


講座 CMOS アナ ログ IC の 実用 設計 」, 「 続 ・ 実 設計 に 応用 で きる 演算 回 路 ス キル を 身 に つけ よう 」 は お 休み させ て いた だ きま す . た . ロン ドン 科学 博物 館 所 蔵 . 


